
⚫利用者の９割が７５歳以上。８割以上がメガステー
ジへの移動に利用。

⚫高齢者サロン（ひとくらす）への移動に利用しても
らっている。

⚫予約方法は電話かWEB予約だが、１００％電話予約。

⚫地区によって曜日が固定であり使いづらい。高齢者
サロンへの移動では、２台運行が必要。

→運転手不足により、増便・増車が難しい状況。

AIオンデマンド交通

背景・課題
⚫人口減少、少子高齢化対策は緊急の課題であり、中
でも高齢者の移動手段の確保に向けた持続可能な交
通施策が急務となっている。

⚫本町の路線バスは国・県道に沿って運行する形態で
あり、幹線道路沿線以外の住民はバス停までの移動
距離を要し、バスを利用しにくい現状にある。

実証運行の概要

利用状況・取組の効果、評価

⚫交通不便地域（沢田・山橋・中谷・母畑・野木沢）
から目的地（商業施設、集会所等町内６施設）まで
をＡＩ配車システムを活用した８人乗りのミニバス
を運行。

⚫利用対象者は65歳以上。各地区週２回、午前・午
後の２往復の運行。

⚫料金は片道100円、現金またはNORUCAでの支払い。

石川町

実証期間 令和４年１２月１日～令和８年３月３１日(４年目)

運行方法 ＡＩオンデマンドバス

資料８事業費 １８，４８０千円

（出典：石川町ホームページ）
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